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４ 報告結果 

□ 報告を了承する。 

■ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 報告内容 

・修繕計画で、「必要最低限で修繕又は改修」とあるが、修繕の方法として、設計当初

の機能まで回復させるだけでなく、管理しやすいように設計当初より機能を向上させ

ることもあるのか。 

⇒設計当初より機能を向上させる工事を「改修」として位置付けている。エアコンなど

の設備では省エネが進んでおり、設置当初の機能を継続するより新しいものに交換し

た方が性能が高く、費用も安い場合が多いことから、改修することとしている。 

・修繕を行う際に経費を削減するため、設計当初より機能を低下させることはあるの

か。 

⇒検討していない。修繕計画は、あくまでも個別施設計画が策定されるまでの間、安全

性や機能を維持し、効率的かつ効果的に修繕を行うための計画である。機能や仕様に

ついては、今後策定する「個別施設計画」で検討する内容であると考えている。 

・修繕計画では、内部仕上は対象となっていないが、内装などの修繕を一緒にすること

で、効果的かつ効率的な場合もあると思うが、どのように考えるか。 

⇒今後策定する「個別施設計画」では、施設の機能の見直しも行う予定である。修繕計

画で内装の修繕を行うと、「個別施設計画」策定後に、再度内装に関する経費がかか

る可能性があるため、二重投資にならないよう、修繕計画で内部仕上は対象としてい

ない。 

・現在策定済みの「公共施設等総合管理計画」と今回策定する「公共施設修繕計画」及

び今後策定する「個別施設計画」がどのような位置づけなのか分かりづらい。それぞ

れの計画の関係性が分かる図を加えた方が良いのではないか。 

⇒それぞれの計画の関係性が分かる図を修繕計画に加える。 

・修繕計画の中で、調査対象から除外した施設に自治会集会所が含まれており、その理

由として、「廃止又は処分を予定しているため」とあるが、処分という表現は誤解を

与える可能性があるため表現を修正した方が良いのではないか。 



⇒開発事業者から寄贈を受けた自治会集会所については、公共施設等総合管理計画で

は、自治会に「寄贈する」としていることから、処分を寄贈に改める。 

・修繕計画P.5の「修繕の順位」の表を一目見ただけでは、どの施設が優先して修繕す

る公共施設なのかが分かりづらい。表を二つに分けた方が良いのではないか。 

⇒優先して修繕する公共施設とそれ以外の公共施設の二つの表に分ける。 

 

【結論】 

次の項目について一部修正の上、案のとおり決定する。 

・公共施設等総合管理計画、個別施設計画、公共施設修繕計画のそれぞれの関係性がわ

かる図を加える。 

・P.3の「処分」の表記を公共施設等総合管理計画の表記である「寄贈」に改める。 

・P.5の「修繕の順位」の表を「他の公共施設に優先して修繕する公共施設」と「それ

以外の修繕する公共施設」の二つに分ける。 

 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 
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付議書（行政経営戦略会議）

部課名 総務部　行政経営改革課

白井市公共施設修繕計画の決定について

【目的】
　・公共施設の個別施設計画が策定されるまでの間、公共施設の安全性や機能
　　を維持し、効果的かつ効率的に修繕を行うため計画
【計画期間】
　・平成３１（２０１９）年度から平成３７（２０２５）年度までの７年間
　　＊後期基本計画・財政推計と整合性を図る。
　・公共施設の個別施設計画を策定した公共施設は個別施設計画を優先する。
【内容】
　・公共施設の劣化状況をもとに修繕すべき公共施設を決定した上で、修繕方
　　針及び修繕の順位を定める。
　・建物や設備に大きな異常箇所が生じた場合や個別施設計画策定の進捗状況
　　に応じて、適宜見直す。
【調査方法】
　・公共施設劣化状況調査PTが、文部科学省が定める「学校施設の長寿命化計
　　画策定に係る解説書」に基づいて、公共施設の劣化状況を調査
【調査施設】　４１施設　１１８棟（２（2）　P.3のとおり）
【修繕すべき公共施設】　２２施設
　　・建物の部位の評価が悪くかつ現時点で大きな異常箇所のある公共施設：２０施設
　　・評価は良いが、落下対策をしていない特定天井等 がある公共施設：２施設
【修繕方針】
　　・異常箇所を必要最低限で修繕又は改修する。
　　・異常箇所の修繕に際して、異常箇所に関連する修繕や改修を併せて行った
　　方が、費用対効果が認められるときは、まとめて修繕する。
【修繕の順位】
　・公共施設の劣化状況調査における健全度が低い順位とする。
　　ただし、落下対策をしていない特定天井等及び異常のあるエアコンは、優
　　先する。

白井市公共施設修繕計画の決定

【修繕計画等庁内検討委員会：公共施設の関係課12課で構成】
　・計画の期間・対象について調査審議
　・計画（案）の説明及び関係課から計画（案）に対する意見聴取

H31.3.5　  行政経営戦略会議（公共施設修繕計画の決定）
H31.4　　　公共施設修繕計画に基づく取り組みの実施
　　 　　　行政運営報告（公共施設修繕計画の決定）
H31.5 　　 広報しろい・市HPで市民に周知

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

無 報道発表 無

まで）

有 行政運営報告（H31.4月） 広報・ＨＰ等 有 広報・ＨＰ（H31.5月）

スケジュール

参考情報
管財契約課、危機管理課、市民活動支援課、都市計画課、
社会福祉課、障害福祉課、高齢者福祉課、子育て支援課、
保育課、教育総務課、生涯学習課、文化センター

千円 （うち特定財源 千円）

無

公開 非公開 部分非 時限非



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白井市公共施設修繕計画（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１（2019）年 月 
千葉県白井市 



- 1 - 

１ 公共施設修繕計画とは 

（１）背景と目的 

 市の公共施設の多くは、ニュータウンの街開きに合わせて整備されたことから、

多くの建物が建設後３０年を超えており、経年による劣化が進行しています。 

 市では、公共施設等に関する様々な課題に適正に対処するため、平成２９年３

月に「白井市公共施設等総合管理計画」を策定しました。 

今後は、この公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設の適正な管理を推進

するため、個別施設計画を策定しますが、個別施設計画の策定に当たっては、市

民の意見をしっかりと聴く必要があることから、多くの時間を要します。 

 そこで、個別施設計画が策定されるまでの間、公共施設の安全性や機能を維持

し、効果的かつ効率的に修繕1を行うため、白井市公共施設修繕計画（以下「修繕

計画」という。）を策定します。 

 

（２）修繕計画の計画期間 

 修繕計画の計画期間は、第５次総合計画後期基本計画及びそれに関係する財政

推計の期間と整合性を図るため、平成３１（２０１９）年度から平成３７（２０

２５）年度までの７年間とします。 

 なお、計画期間中に公共施設の個別施設計画を策定した公共施設については、

個別施設計画の取り組みを優先します。 

 

（３）修繕計画の内容 

 修繕計画では、公共施設の劣化状況をもとに修繕すべき公共施設を決定した上

で、修繕方針及び修繕の順位を定めます。 

 修繕計画については、計画期間に建物や設備に大きな異常箇所が生じた場合や

個別施設計画策定の進捗状況に応じて、適宜見直すこととします。 

  

                         
1
修繕計画では、公共施設の施設や設備の経年劣化等により生じた不具合について、設計当初の機
能まで回復させることを目的とする工事等を「修繕」とし、設計当初を超える機能を得ることを目
的とする内容の工事や更新を「改修」としています。 
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２ 公共施設の劣化状況調査と修繕すべき公共施設 

（１）調査の目的と方法 

 市は、公共施設の劣化状況を把握するため、文部科学省が平成２９年３月に策

定した「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に基づき、構造躯体と構造

躯体以外に分けて、公共施設の劣化状況を調査しました。（評価方法の詳細は、参

考資料１ 劣化状況調査方法（Ｐ．７～Ｐ．１２）を参照してください。） 

 構造躯体の調査は、公共施設のうち、日常的に人が立ち入る延床面積が２００

㎡以上の鉄筋コンクリート造の建物について行い、構造躯体からコンクリート片

を採取し、コンクリートの圧縮調査と中性化の状態を調査しました。 

 構造躯体以外の調査は、全ての公共施設について行い、「屋根・屋上」、「外壁」、

「内部仕上げ」、「電気設備」及び「機械設備」に分類した上で、それぞれの部位

について、建築士の目視や経過年数により調査しました。 

 なお、電気設備や機械設備がない公共施設については、部位の評価点が付かな

いため、健全度は、他の公共施設と比べて、低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」（文部科学省,2018）P.26 
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（２）調査した公共施設 

 市は、次の公共施設について、劣化状況調査を行いました。 

 

調査した公共施設（４１施設 １１８棟） ※（ ）内の数字は棟数 

白井第一小学校（9）、白井第二小学校（6）、白井第三小学校（7）、 

大山口小学校（7）、清水口小学校（6）、南山小学校（5）、七次台小学校（5）、

池の上小学校（6）、桜台小学校（3）、白井中学校（7）、大山口中学校（7）、 

南山中学校（6）、七次台中学校（8）、桜台中学校（3）、西白井複合センター、

白井駅前センター、桜台センター、学習等供用施設（冨士センター）、 

公民センター、清水口保育園（2）、南山保育園、桜台保育園、白井児童館、 

白井コミュニティセンター、福祉センター、障害者支援センター、 

ひだまり館、農業センター、文化センター、白井運動公園管理棟（4）、 

白井市民プール（3）、保健福祉センター、高齢者就労指導センター、 

学習等施設（旧平塚分校）、白井第三学童保育所、白井第三第二学童保育所、 

池の上学童保育所、ハッピー・プラザ（旧池の上学童保育所）、てのひら館、 

大山口学童保育所、大山口第二学童保育所 

 次の公共施設については、劣化状況を把握する必要がないことから、調査対象

から除外しています。 

調査対象から除外した施設 調査の必要がない理由 

市庁舎、給食センター 新築の公共施設であり、劣化していないため。 

消防施設 市民の安全確保の観点から、常に修繕すべき公共

施設のため。 

防災倉庫 コンテナを利用した公共施設のため。 

公園内建築物、上下水道施

設 

建物としてではなく、公園や上下水道のインフラ

施設の一部として取り扱う必要のある公共施設の

ため。 

ピット第一、旧広報室、 

自治会集会所 

廃止又は処分を予定している公共施設のため。 

 

（３）調査結果 

 公共施設（４１施設）の建物（１１８棟）について、劣化状況調査を行ったと

ころ、結果は、参考資料２ 劣化状況調査結果（Ｐ．１３～Ｐ．１８）のとおり

でした。 
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（４）修繕すべき公共施設 

 市は、公共施設の劣化状況調査結果に基づき公共施設の部位の評価が悪く（Ｃ

評価又はＤ評価）、かつ現時点で大きな異常箇所のある公共施設（２０施設）と評

価は良いが、落下対策をしていない特定天井等2がある公共施設(２施設)の公共

施設（２２施設）を修繕計画に位置付けて修繕を行います。 

 なお、次の公共施設については、修繕計画に位置付けないこととします。 

公共施設 修繕計画に位置付けない理由 

学校施設（学校プール） 施設の廃止を含めた検討をしているため。 

学校施設（体育倉庫・農具庫） 小規模で簡易的な施設のため。 

文化センター 天井等現状調査結果を踏まえた検討が必要な

ため。 

市民プール 

運動公園管理棟 

主に屋外施設を利用する施設のため。 

学習等施設（旧平塚分校） 日常的に利用していない施設であるため。 

 

 

３ 公共施設の修繕について 

（１）修繕方針 

 市は、限られた財源の中で、効果的かつ効率的に公共施設の建物や設備の異常

箇所を修繕するため、修繕方針に基づいて、修繕すべき公共施設（２２施設）を

修繕します。 

①市は、建物や設備の異常箇所を必要最低限で修繕又は改修します。 

②市は、建物や設備の異常箇所の修繕に際して、異常箇所に関連する修繕や改

修を併せて行った方が、費用対効果が認められるときは、まとめて修繕しま

す。 

 

（２）修繕の順位 

 修繕の順位は、公共施設の劣化状況調査における健全度が低い順位とします。 

 ただし、次の公共施設の建物や設備の異常箇所の修繕及び改修については、他

の公共施設に優先して行うこととします。 

①市は、利用者の安全を確保するため、落下対策をしていない特定天井等を

最優先で改修します。【優先順位１】 

②市は、利用者の健康に配慮するため、異常のあるエアコンを修繕又は改修し

ます。【優先順位２】 

  

                         
2 特定天井等は、「建築基準法施行令第 39条第 3項で定める特定天井」及び「文部科学省が『学校
施設における天井等落下防止対策のための手引き』において特定天井に準じて扱うとしている学校
施設の高さが 6 を超える天井又は水平投影面積が 200 ㎡を超える天井」としています。 
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公共施設（２２施設）の修繕の順位（修繕内容別） 

建物基本情報 劣化状況評価 

修繕内容 
順 

位 
公共施設名 建物名 構造

階

数
延床面積 建築年度

築

年

数

屋
根
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

電 
気 
設 
備 

機 
械 
設 
備 

健全度

1 白井中学校 武道場 RC 造 1 485 ㎡ 昭和 62 年 31 年 C C B B B 62 点 特定天井等 

2 大山口中学校 武道場 RC 造 1 498 ㎡ 昭和 63 年 30 年 C B B B B 72 点 特定天井等 

3 七次台中学校 武道場 RC 造 1 500 ㎡ 平成 2 年 28 年 B B B B B 75 点 特定天井等 

4 桜台センター 桜台センター RC 造 2 1,584 ㎡ 平成 5 年 25 年 D C B B D 54 点 特定天井等、エアコン

5 学習等供用施設 学習等供用施設 RC 造 2 1,467 ㎡ 平成元年 29 年 C C B B D 62 点 特定天井等、エアコン

6 公民センター 公民センター RC 造 2 1,994 ㎡ 平成 4 年 26 年 A B B B B 77 点 特定天井等 

7 白井駅前センター 白井駅前センター RC 造 2 1,140 ㎡ 昭和 60 年 33 年 D C C C C 37 点 エアコン 

8 清水口保育園 清水口保育園 RC 造 1 1,496 ㎡ 平成 14 年 16 年 D B A A C 78 点 エアコン 

9 保健福祉センター 保健福祉センター S 造 3 5,592 ㎡ 平成 13 年 17 年 A B A B C 82 点 エアコン 

10 南山中学校 体育館 S 造 2 1,135 ㎡ 昭和 52 年 41 年 D D D C B 22 点 屋根屋上・外壁・電気設備

11 七次台中学校 校舎棟 RC 造 3 5,681 ㎡ 昭和 59 年 34 年 D D C C C 29 点 全部位（内部仕上以外）

12 桜台小学校 校舎 RC 造 3 5,722 ㎡ 平成 6 年 24 年 C D C C C 31 点 全部位（内部仕上以外）

13 白井駅前センター 白井駅前センター RC 造 2 1,140 ㎡ 昭和 60 年 33 年 D C C C C 37 点 全部位（内部仕上以外）

14 七次台小学校 体育館 RC 造 1 851 ㎡ 昭和 59 年 34 年 D D C B B 38 点 屋根屋上・外壁 

14 池の上小学校 校舎 RC 造 3 5,574 ㎡ 平成 2 年 28 年 D D C B B 38 点 屋根屋上・外壁 

16 大山口小学校 校舎 1 RC 造 3 4,546 ㎡ 昭和 52 年 41 年 C C C C C 40 点 全部位（内部仕上以外）

17 桜台小学校 体育館 RC 造 1 1,208 ㎡ 平成 6 年 24 年 C D B C C 44 点 全部位（内部仕上以外）

17 桜台中学校 校舎棟 RC 造 3 4,946 ㎡ 平成 6 年 24 年 C D B C C 44 点 全部位（内部仕上以外）

19 池の上小学校 体育館 RC 造 1 1,050 ㎡ 平成 2 年 28 年 C D B B B 53 点 屋根屋上・外壁 

20 桜台センター 桜台センター RC 造 2 1,584 ㎡ 平成 5 年 25 年 D C B B D 54 点 屋根屋上・外壁・機械設備

21 白井中学校 武道場 RC 造 1 485 ㎡ 昭和 62 年 31 年 C C B B B 62 点 屋根屋上・外壁 

21 学習等供用施設 学習等供用施設 RC 造 2 1,467 ㎡ 平成元年 29 年 C C B B D 62 点 屋根屋上・外壁・機械設備

23 清水口小学校 校舎 RC 造 3 5,009 ㎡ 昭和 52 年 41 年 B C B B B 65 点 外壁 

24 白井第二小学校 校舎 RC 造 4 2,874 ㎡ 昭和 52 年 41 年 B D A B B 69 点 外壁 

25 大山口中学校 武道場 RC 造 1 498 ㎡ 昭和 63 年 30 年 C B B B B 72 点 屋根屋上 

26 白井中学校 校舎 RC 造 4 4,568 ㎡ 昭和 44 年 49 年 D C A A A 75 点 屋根屋上・外壁 

27 南山保育園 南山保育園 RC 造 2 1,706 ㎡ 平成 20 年 10 年 D B B A A 76 点 屋根屋上 

28 清水口保育園 清水口保育園 RC 造 1 1,496 ㎡ 平成 14 年 16 年 D B A A C 78 点 屋根屋上・機械設備 

29 保健福祉センター 保健福祉センター S 造 3 5,592 ㎡ 平成 13 年 17 年 A B A B C 82 点 機械設備 

※修繕計画に基づいて修繕等を行う公共施設は、全て耐震性が確保されています。 

※落下対策をしていない特定天井等及びエアコンの異常は、他の公共施設に優先して、修繕又は改修しますが、それ以外の異常箇所は、健全度
の順位で修繕するため再掲しています。（表中の順位が赤字の公共施設は再掲した公共施設です。） 

※構造における RC 造は、鉄筋コンクリート造、S 造は、鉄骨造を指します。  
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参考資料 1 劣化状況調査方法 
 

「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」（文部科学省 平成 29 年 3 月） （以

下「解説書」という。）における公共施設の老朽化状況調査方法（「構造躯体の健全性の

把握」及び「躯体以外の劣化状況の把握」）を解説書から抜粋します。 

 

 

構造躯体の健全性の把握（解説書 P.20～P.23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記入例 
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構造躯体の健全性の把握（解説書 P.24～P.33） 
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参考資料 2 劣化状況調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  劣
化

状
況

調
査

結
果

（
P
.
1
4～

P
.
1
8
）

の
表

の
見

方
 

A
 

B
C

D

①
 

②
 

③
 

④
～

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑫
 

⑪
 

⑬
 
⑭

 

⑥
 

補
強

 

 
旧

耐
震

基
準

で
建

築
さ

れ
た

建
物

で
耐

震
補

強
工

事
済

み
の

場
合

は
「

済
」、

そ
れ

以
外

は

「
-」

を
入

力
し

て
い

ま
す

。
 

⑦
 

中
性

化
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
深

さ
の

測
定

結
果

及
び

築
年

数
な

ど
を

も
と

に
中

性
化

深
さ

を

算
出

し
た

基
準

値
を

入
力

し
て

い
ま

す
。

中
性

化
深

さ
が

深
い

ほ
ど

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
劣

化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

基
準

値
が

不
明

な
も

の
は

「
-」

を
入

力
し

て
い

ま
す

。
 

⑧
 

圧
縮

強
度

 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

圧
縮

強
度

の
調

査
年

度
及

び
測

定
結

果
（

単
位

：
N/
m
㎡

）
を

も
と

に

標
準

偏
差

を
考

慮
す

る
な

ど
し

て
算

定
し

た
圧

縮
強

度
を

入
力

し
て

い
ま

す
。

圧
縮

強
度

の

数
字

が
大

き
い

ほ
ど

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
強

固
で

あ
る

と
い

え
ま

す
。

 

⑨
 

劣
化

状
況

評
価

（
屋

根
・
屋

上
/
外

壁
/
内

部
仕

上
/
電

気
設

備
/
機

械
設

備
）
 

 
劣

化
状

況
調

査
P
T
に

よ
る

、
調

査
結

果
を

部
位

ご
と

に
4
段

階
（

A：
概

ね
良

好
 

B：
部

分
的

に
劣

化
 

C：
広

範
囲

に
劣

化
 

D：
早

急
に

対
応

す
る

必
要

）
で

評
価

し
た

結
果

を
入

力

し
て

い
ま

す
。
文

部
科

学
省

の
基

準
で

は
、
評

価
結

果
が

C
又

は
D
評

価
の

部
位

は
、
修

繕
・

改
修

が
必

要
と

し
て

い
ま

す
。

 

⑩
 

健
全

度
 

 
5
つ

の
部

位
の

劣
化

状
況

の
評

価
を

建
物

ご
と

に
集

計
す

る
こ

と
で

、
現

時
点

で
の

当
該

建

物
の

健
全

度
を

相
対

的
に

示
し

て
い

ま
す

。
健

全
度

が
低

い
ほ

ど
建

物
が

劣
化

し
て

い
る

こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。
文

部
科

学
省

の
基

準
で

は
、

健
全

度
が

40
未

満
の

場
合

は
、

優
先

的

に
長

寿
命

化
対

策
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
と

し
て

い
ま

す
。

 

⑪
～

⑭
 

特
記

事
項

 

 
劣

化
状

況
評

価
の

結
果

、
⑪

C
又

は
D
評

価
の

建
物

、
⑫

現
時

点
で

の
施

設
の

機
能

上
の

大

き
な

異
常

箇
所

、
又

は
将

来
的

に
躯

体
の

耐
久

性
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

異
常

箇

所
が

あ
る

公
共

施
設

、
⑬

落
下

対
策

を
行

っ
て

い
な

い
特

定
天

井
等

の
あ

る
公

共
施

設
、
⑭

エ

ア
コ

ン
に

異
常

が
あ

り
、

日
常

の
利

用
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

公
共

施
設

の
い

ず
れ

か
に

該

当
す

る
建

物
は

「
○

」
を

入
力

し
て

い
ま

す
。

 

A
 

建
物

基
本

情
報

 

 
 

学
校

施
設

台
帳

や
公

有
財

産
台

帳
を

も
と

に
入

力
し

て
い

ま
す

。
 

B
 

構
造

躯
体

の
健

全
性

 
 

建
物

に
関

す
る

過
去

の
調

査
結

果
や

平
成

30
年

度
に

実
施

し
た

調
査

結
果

を
も

と
に

入
力

し

て
い

ま
す

。
 

C
 

劣
化

状
況

評
価

 

 
公

共
施

設
劣

化
状

況
調

査
P
T
が

、「
学

校
施

設
の

長
寿

命
化

計
画

策
定

に
係

る
解

説
書

」
に

基

づ
い

て
調

査
し

た
結

果
を

入
力

し
て

い
ま

す
。

 

D
 

特
記

事
項

 

 
 

劣
化

状
況

調
査

に
お

け
る

特
記

事
項

を
入

力
し

て
い

ま
す

。
 

 ①
 

施
設

名
・
建

物
名

 

 
施

設
の

名
称

を
記

入
し

て
い

ま
す

。
建

物
が

複
数

あ
る

時
は

建
物

名
称

を
入

力
し

て
い

ま
す

。
 

②
 

構
造

・
階

数
・
延

床
面

積
 

 
 

建
物

の
構

造
（

S：
鉄

骨
造

 
RC
：
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

 
S
RC

:  
鉄

骨
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト

造
 

W：
木

造
 

L
GS

：
軽

量
鉄

骨
造

）・
階

数
・

延
床

面
積

を
記

入
し

て
い

ま
す

。
 

③
 

建
築

年
度

・
築

年
数

 

 
建

物
の

建
築

年
度

を
記

入
し

て
い

ま
す

。
和

暦
の

S
は

昭
和

、
H
は

平
成

を
指

し
ま

す
。
築

年

数
は

、
平

成
3
0（

2
01

8）
年

を
基

準
と

し
た

築
年

数
を

記
入

し
て

い
ま

す
。
築

年
度

が
3
0
年

を

超
え

る
も

の
は

 
、

50
年

を
超

え
る

も
の

は
 

で
建

物
基

本
情

報
を

着
色

し
て

い
ま

す
。

 

④
 

基
準

 

 
 

19
81

(昭
和

56
)年

5
月

31
日

ま
で

の
耐

震
基

準
に

て
建

築
さ

れ
た

建
物

は
、
旧

耐
震

基
準

で

「
旧

」、
6
月

1
日

以
降

に
適

用
さ

れ
た

新
耐

震
基

準
で

建
築

さ
れ

た
建

物
の

場
合

は
、「

新
」
と

入
力

し
て

い
ま

す
。

 

⑤
 

診
断

 

 
 

旧
耐

震
基

準
で

建
築

さ
れ

た
建

物
で

診
断

実
施

済
み

の
場

合
は
「

済
」
そ

れ
以

外
を
「

-」
と

入
力

し
て

い
ま

す
。
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